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1. はじめに（研究の⽬的・背景）
本研究の⽬的
① サービス・エコシステムに関する包括的な先⾏研究レビューによってその研究動向を探り、
主要な論点を整理することである。

RQ1: どのような研究テーマが提案され、議論がなされているのか。 
RQ2: 将来的にどのような研究領域やテーマが有望であるのか。

②広告産業におけるサービス・エコシステムの観点からの研究テーマを導出する。
 
背景
①デジタル化、新型コロナのパンデミックなど市場環境の変化によってサービス産業のエコシステム
が変化している
② 広告産業においてもサービス・エコシステム（アクター間による価値共創の枠組み ）の変化がみ
られる。

キーワード ︓
サービスマーケティング（Service Marketing）、サービス・エコシステム（Service Ecosystem）、
システマティック・レビュー（ Systematic Review）、テキストマイニング（Text Mining）、
頻出語（Frequent Words）、共起関係（Co-Occurrence Relations）

3

3

4出所︓電通ウエブサイト「2021年の広告費」 、『電通報』（2022年4⽉21⽇）より筆者作成。

インターネット広告費が
マスコミ四媒体広告費の合計を初めて上回る

媒体別構成比

（１）メディア環境のデジタルシフト

1. はじめに（研究の⽬的・背景）
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広告主と広告会社の役割（⽴場）の変化

前

後

広告会社

広告会社

専⾨知識・専⾨家ネットワーク

顧客データ・専⾨家ネットワーク

メディア環境の
デジタルシフト

1. はじめに（研究の⽬的・背景）

（広告主）

（広告主）

（１）メディア環境のデジタルシフト

＞

＞
5

1. はじめに（研究の⽬的・背景）

6
出所︓唐沢（2022) 244ページ。

国際展⽰会に関連する組織やサービス

（２）国際展⽰会関係者への 聞き取り調査 (対象者と調査⽇程について)
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国際展⽰会

コアビジネス

拡張された企業

ビジネスエコシステム

主催社（オーガナイザー）
展⽰会場

出展社（企業・業界団体）

広告会社 施⼯会社 会場内輸送会社

プロモーション制作

ツール関連制作

デジタル関連制作

プレス対応
（プレス発表）

ケータリング
ホテル・宿泊業

通訳・翻訳

コーディネーター 機材（⾳響・照明）
演出企画会社

スタッフ派遣企業
（セールススタッフ・コンパニオン）

旅⾏会社
（航空会社）

輸送会社
（海外）

飲⾷業界

⼩売業界

⼀般来場者

報道関係
（プレス）

警備会社

清掃・クリーニング会社

通信会社

デザイン事務所

建築事務所

レンタカー・タクシー

VIPリムジン

データ分析

1. はじめに（研究の⽬的・背景）
（２）国際展⽰会関係者への 聞き取り調査 (対象者と調査⽇程について)

出所︓唐沢（2022) 255ページ。

7

8出所︓唐沢（2022) 249ページより筆者作成。

国（都市） 業種 聞き取り調査対象者の概要 聞き取り調査対象者・⼈数 調査⽇時

1 中国（上海市） 施⼯会社（管理）

●2013年設⽴ 社員数15名
●半導体関連の展⽰会など
●⽇系メーカー・広告会社・現地企業
●展⽰会の実施を担当

営業責任者（⼥性）30代前半
（1名）

2021年2⽉23⽇
14時半〜16時半

2
スペイン
（バルセロナ）

施⼯会社

●1960年設⽴ 社員数50名
●MWCや⾷品関係の国際⾒本市など担当
●現地企業・⽇系メーカー・広告会社など
多数。
●展⽰会の施⼯・イベント会場造作

副社⻑（男性）50代後半
プロダクションマネジャー
(男性）50代前半
営業責任者（⼥性）40代後半
（3名）

2021年2⽉25⽇
16時半〜18時半

3
イタリア
（ミラノ）

施⼯会社

●1936年設⽴ 社員数80名
●モーターショーほか国際⾒本市など担当
●⽇系/韓国メーカー・広告会社・欧州企業
●展⽰会の施⼯・店舗デザインなど担当

CEO（男性）50代前半
営業責任者（⼥性）40代後半
（2名）

2021年2⽉26⽇
16時半〜18時半

4 ⽇本（東京） デザイン会社

●2006年設⽴ 社員数6名
●モーターショーほか国際⾒本市など担当
●メーカー・広告会社・欧州企業
●展⽰会の施⼯や店舗デザインなど担当

COO（男性）40代前半
（1名）

2021年3⽉10⽇
15時〜17時

5
⽶国
（ロサンゼルス）

展⽰会コーディ
ネーション

●2002年設⽴ 社員数８名
●CESほか国際⾒本市を窓⼝として担当
●⽇系メーカー・広告会社・欧州企業
●マーケティング＆コンサルティング

CEO（⼥性）50代前半
COO (男性）50代前半
営業責任者（男性）30代後半
（3名）

2021年3⽉18⽇
15時〜16時半

1. はじめに（研究の⽬的・背景）

（２）国際展⽰会関係者への 聞き取り調査 (対象者と調査⽇程について)
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国（都市） 業種 聞き取り調査対象者の概要 聞き取り調査対象者・⼈数 調査⽇時

6
⽶国
（サンフランシス
コ）

展⽰会コーディ
ネーション

●2015年設⽴ 社員数3名
●国際⾒本市を窓⼝として担当
●⽇系企業の展⽰会出展のコーディネー
ションや⽶国企業の⽇本市場進出を担当

CEO（⼥性）30代前半
（1名）

2021年3⽉27⽇
13時〜16時半

7 ⽇本（東京） 施⼯会社

●1946年設⽴ 社員数1296名
●モーターショーほか国際⾒本市など担当
●メーカー・広告会社・展⽰会の施⼯や商
業施設・⽂化施設・店舗デザインなど担当

広報マネジャー（⼥性）30代
（1名）

2021年4⽉2⽇
14時〜16時

8 ⽇本（東京） デザイン会社
●2016年設⽴ 社員数5名
●国際⾒本市など担当
●メーカー・広告会社・展⽰会担当

 代表・チーフデザイナー
(男性）40代後半
（１名）

2021年4⽉3⽇
15時〜17時

9
スイス
（ローザンヌ）

施⼯会社

●1949年設⽴ 社員数50名
●バーゼルワールドほか国際⾒本市など担
当
●展⽰会施⼯やグローバル企業（Cartireな
どの店舗什器）を⼿がける

CEO(男性）50代後半
営業責任者（男性）40代後半
（2名）

2021年4⽉16⽇
15時〜18時

10
オランダ
（アムステルダ
ム）

施⼯会社

●1910年設⽴ 社員数51名
●バーゼルワールドほか国際⾒本市など担
当
●メーカー・広告会社
●展⽰会施⼯・商業施設・店舗デザイン他

プロジェクトマネジャー
(男性）40代前半
（１名）

2021年4⽉20⽇
15時〜19時

1. はじめに（研究の⽬的・背景）
（２）国際展⽰会関係者への 聞き取り調査 (対象者と調査⽇程について)

出所︓唐沢（2022) 249ページより筆者作成。
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分析結果

M-GTAの⼿続きに従って分析した結果、
18個の構成概念、 4個のサブカテゴリー、3個のカテゴリーが⽣成された。

結果図

l カテゴリー: 中央⽩抜き⽂字

l サブカテゴリー: 太字かっこ 【サブカテゴリー】

l 構成概念: 網掛け楕円

l 影響関係︓ ⽮印

カテゴリー

構成概念

10

1. はじめに（研究の⽬的・背景）

（２）国際展⽰会関係者への 聞き取り調査 (分析結果)

10
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新型コロナの影響
請求・⽀払い展⽰会の

開催中⽌

業績悪化

【取引き先との関係維持】

【対⾯イベントの再評価】 【オンライン化対応の必要性】

コロナ後の展⽰会のカタチ

予測対応の重要性
ローカル拠点の権限拡⼤

【ローカルの役割強化】

他業務の開拓

展⽰会以外の
業務に注⼒

重要な選ばれた顧客

オンラインの限界

①受注先・外注先との関係
②⾃社ビジネスの変化

①② デジタル化への対応
（空間造作・会議システム）

Zoomなど
オンライン
会議の浸透

感染症対策
（対⾯イベント）

重要な外注先・
協⼒会社の選別

オンライン
⾒本市

関係維持の
ための協働コロナ後の準備

倒産・廃業

海外からの
渡航禁⽌

専業・繰り返し
業務の限界

① ②

11

トレードショー化

（２）国際展⽰会関係者への 聞き取り調査 (分析結果)

出所︓唐沢（2022) 254ページより筆者作成。
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1. はじめに（研究の⽬的・背景）

12

新型コロナは国境を超えて⼈流が発⽣する国際⾒本市の開催を中⽌に追い込んだ。

⼤規模な展⽰会が開催されないため、組織間関係における焦点組織（focal organization）である
施⼯会社にアウトプットを受ける出展企業（または広告会社）からの業務依頼がなされない。

したがって、施⼯会社から専⾨的企業やフリーランスの専⾨職に対しての発注ができない。
すなわち、インプットとアウトプットの経路の断絶が⻑期間続いている。

コロナ終息後において企業間関係における経路の回復（再⽣）が課題

（⽇本）
l 産業のビジネス・エコシステムへの影響に関してハブとなる企業（focal organization）は、

『重要な外注先・協⼒会社の選別』と『関係維持のための協働』を意識するようになる。
（＝潰れないように「仕事」をつくって発注する。）

（２）国際展⽰会関係者への 聞き取り調査 (分析結果)

12
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2. 先⾏研究

Moore（1996）はビジネス・エコシシステムの発展プロセスに「誕⽣」・「成⻑」・「覇権の交代」・
「再⽣」の4つのステージが⾒られるとした。
ビジネス・エコシステムはコアビジネスと拡張された企業、さらに周辺の企業や組織、個⼈が複雑に関係
し、成功と⽣存を相互に依存する「協調のネットワーク」である 。

出所︓Moore(1996) p.27 and Alizadeh et al. (2017) p.74を参照し、筆者作成。

（１）ビジネス・エコシステム

13

14

2. 先⾏研究
（１）ビジネス・エコシステム

バリュー・チェーン・モデルとビジネス・エコシステムの違い

⽴本（2017）はバリュー・チェーン・モデルとビジネス・エコシステムとはユーザー数などの
ネットワーク効果による⾃社の競争⼒の変化が予想され、両者は⼤きく異なると指摘した。 

出所︓⽴本（2017）23ページを参照し、筆者作成。
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2. 先⾏研究

（２）サービス・エコシステム

Vargo and Akaka （2012）及びVargo and Lusch（2016）
S-Dロジック研究におけるサービス・エコシステムを「共有された制度的論理とサービス交換を通じ
た、価値創造によって結びついた資源統合のアクターに関する⾃⼰包含的（self-contained）で、
⾃⼰調整的 （self-adjusting）なシステムである」と定義している。 

Vargo and Lusch（2004）
サービス・ドミナント・ロジック（以下、S-Dロジック）
無形材（コト）のサービスによる顧客と価値を創造するサービス志向のマーケティングを説明する
ための概念である。 

具体例
製造業であったIBMがコンピューターというハードを販売するのではなく、ビッグデータの分析を
もとに顧客のビジネスの効率化をコンサルティングする「e-business」サービスへと転換したこと
が挙げられる。 

15

16

出所︓村松・⼤薮（2021）50ページを参照し、筆者作成。

北欧学派のサービス・マーケティング・モデル 

2. 先⾏研究

（２）サービス・エコシステム

顧客を含むすべてのステークホルダー（利害関係者）との価値共創の実現を⽬指す 

16
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3. 研究⽅法（システマティックレビュー）

システマティックレビューの⽂献抽出⽅法について

「電⼦データベース・キーワード検索型」唐沢（2021） 

適切な⽂献数に関しては40から500の間、
またはそれ以上の関連する⽂献を使って包括的な抽出を⾏うことが望ましい 

(1)厳しい基準で選書された850誌に及ぶビジネス関連の世界各国のオープンアクセスジャーナルが含まれて
いる電⼦データベースであるEBSCO Host Business Source Premiereを使⽤する。

(2) 検索ワードをService Ecosystemと設定した。
これらのキーワードが論⽂タイトル、キーワード、抄録に含まれていることを条件にして⽂献を抽出する。

(3) Tranfield et al. （2003）の「研究の質的評価」として抽出された論⽂の内容を確認するため、
全⽂が⼊⼿可能な英語論⽂を対象とする。

(4) EBSCO Host Business Source Premiereで検索が可能な最も古い時期からを検索の対象期間とする。 

17

18

3. 研究⽅法（テキストマイニング）

Tranfield et al. （2003）が提唱したシステマティックレビューにおける「データの合成」に
テキストマイニングを使⽤する。

Ananiadou et al. （2009）は、膨⼤なデータを⼿作業で処理することを避けて、
テキストマイニングによる迅速かつ正確なレビューが実現されることが望ましいとしている。 

テキストマイニングツールに関して
「KH Coder3.0」とプログラミング⾔語Rを使⽤できる「MTMineR」を併⽤する。

テキストマイニングのデータを対象期間における主要な研究テーマの客観的・俯瞰的な
分析をするために抽出された63の論⽂の抄録（abstract）を使⽤する。

抄録（abstract）を分析対象データとして使⽤する理由
論⽂の主題、研究⽅法、結果に関する情報が簡潔に記述されている点にある。

18
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4.分析結果および考察

（１）分析結果
• 電⼦データベースであるEBSCO Host Business Source Premiereによって抽出された
63の論⽂は定量研究が10論⽂（15.9 %）、定性研究が53論⽂（84.1%）であった。
• 研究⽅法に関しては全体的に定性研究が多いことがわかる。

発表年 定量研究 定性研究 論文数 発表年 定量研究 定性研究 論文数

2008年 0 1 1 2017年 0 4 4

2011年 2 2 4 2018年 0 8 8

2012年 0 2 2 2019年 2 7 9

2013年 1 3 4 2020年 1 7 8

2015年 0 4 4 2021年 1 9 10

2016年 1 5 6 2022年 2 1 3

合計 10 53 63

19

出所︓唐沢（2023）10ページより。

19

20

4.分析結果および考察

（１）分析結果

テキストマイニングの対象になる63論⽂の抄録（abstract）
「KH Coder」による頻出語に関する品詞別（名詞・形容詞・動詞）の結果  
順位 頻出語（名詞） 頻度 頻出語（形容詞） 頻度 頻出語（動詞） 頻度

1 service（サービス） 247 public（公的な） 39 have（持つ） 57

2 ecosystem（エコシステム） 146 such（そのような） 27 propose（提案する） 27

3 value（価値） 80 social（社会的な） 26 develop（開発する） 23

4 resource（資源） 55 important（重要な） 23 provide（提供する） 22

5 business（ビジネス） 51 new（新しい） 19 use（使用する） 22

6 study（研究） 46 natural（自然な） 18 base（根拠とする） 21

7 research（リサーチ） 44
service-dominant　　　　　　　　

（サービス・ドーミナント）
14 include（含む） 21

8 actor（当事者・動作主体） 37 key（鍵となる） 13 identify（識別する） 17

9 framework（枠組み） 37 different（異なる） 12 consider（考慮する） 15

10 development（開発） 36 ecological（生態的な） 12 emerge（出現する） 14

11 context（文脈） 31 cultural（文化的な） 11 offer（提供する） 14

12 innovation（イノベーション） 31 future（未来の） 11 present（提示する） 14

13 process（プロセス） 31 more（より多い） 11 address（示す） 13

14 approach（アプローチ） 29 other（他の） 11 apply（適用する） 13

15 perspective（パースペクティブ） 29 technological（技術的な） 11 contribute（寄与する） 13

16 model（モデル） 28 environmental（環境的な） 10 explore（探索する） 13

17 logic（論理） 27 institutional（制度上の） 10 focus（焦点を当てる） 13

18 role（役割） 26 traditional（伝統的な） 10 increase（増加する） 13

19 system（システム） 25 multiple（複合的な・多重的な） 9 show（示す） 13

20 datum（データ・資料） 24 open（オープンな） 9 examine（検証する） 11

出所︓唐沢（2023）10ページより。

20
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4.分析結果および考察

（１）分析結果

テキストマイニングの対象になる63論⽂の抄録（abstract）
「KH Coder」による頻出語に関する品詞別（名詞・形容詞・動詞）の結果  

順位 頻出語（名詞） 頻度 頻出語（形容詞） 頻度 頻出語（動詞） 頻度

1 service（サービス） 247 public（公的な） 39 have（持つ） 57

2 ecosystem（エコシステム） 146 such（そのような） 27 propose（提案する） 27

3 value（価値） 80 social（社会的な） 26 develop（開発する） 23

4 resource（資源） 55 important（重要な） 23 provide（提供する） 22

5 business（ビジネス） 51 new（新しい） 19 use（使用する） 22

6 study（研究） 46 natural（自然な） 18 base（根拠とする） 21

7 research（リサーチ） 44
service-dominant　　　　　　　　

（サービス・ドーミナント）
14 include（含む） 21

8 actor（当事者・動作主体） 37 key（鍵となる） 13 identify（識別する） 17

9 framework（枠組み） 37 different（異なる） 12 consider（考慮する） 15

10 development（開発） 36 ecological（生態的な） 12 emerge（出現する） 14

11 context（文脈） 31 cultural（文化的な） 11 offer（提供する） 14

12 innovation（イノベーション） 31 future（未来の） 11 present（提示する） 14

13 process（プロセス） 31 more（より多い） 11 address（示す） 13

14 approach（アプローチ） 29 other（他の） 11 apply（適用する） 13

15 perspective（パースペクティブ） 29 technological（技術的な） 11 contribute（寄与する） 13

16 model（モデル） 28 environmental（環境的な） 10 explore（探索する） 13

17 logic（論理） 27 institutional（制度上の） 10 focus（焦点を当てる） 13

18 role（役割） 26 traditional（伝統的な） 10 increase（増加する） 13

19 system（システム） 25 multiple（複合的な・多重的な） 9 show（示す） 13

20 datum（データ・資料） 24 open（オープンな） 9 examine（検証する） 11

順位 頻出語（名詞） 頻度 頻出語（形容詞） 頻度 頻出語（動詞） 頻度

1 service（サービス） 247 public（公的な） 39 have（持つ） 57

2 ecosystem（エコシステム） 146 such（そのような） 27 propose（提案する） 27

3 value（価値） 80 social（社会的な） 26 develop（開発する） 23

4 resource（資源） 55 important（重要な） 23 provide（提供する） 22

5 business（ビジネス） 51 new（新しい） 19 use（使用する） 22

6 study（研究） 46 natural（自然な） 18 base（根拠とする） 21

7 research（リサーチ） 44
service-dominant　　　　　　　　

（サービス・ドーミナント）
14 include（含む） 21

8 actor（当事者・動作主体） 37 key（鍵となる） 13 identify（識別する） 17

9 framework（枠組み） 37 different（異なる） 12 consider（考慮する） 15

10 development（開発） 36 ecological（生態的な） 12 emerge（出現する） 14

11 context（文脈） 31 cultural（文化的な） 11 offer（提供する） 14

12 innovation（イノベーション） 31 future（未来の） 11 present（提示する） 14

13 process（プロセス） 31 more（より多い） 11 address（示す） 13

14 approach（アプローチ） 29 other（他の） 11 apply（適用する） 13

15 perspective（パースペクティブ） 29 technological（技術的な） 11 contribute（寄与する） 13

16 model（モデル） 28 environmental（環境的な） 10 explore（探索する） 13

17 logic（論理） 27 institutional（制度上の） 10 focus（焦点を当てる） 13

18 role（役割） 26 traditional（伝統的な） 10 increase（増加する） 13

19 system（システム） 25 multiple（複合的な・多重的な） 9 show（示す） 13

20 datum（データ・資料） 24 open（オープンな） 9 examine（検証する） 11

出所︓唐沢（2023）10ページより。
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（１）分析結果

テキストマイニングにおける⽂章と
⽂章の類似度（距離）を⽰す
Jaccard係数は0.2以上と設定した。

出所︓唐沢（2023）11ページより。

頻出語の共起関係

4.分析結果および考察

22
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4.分析結果および考察

（１）分析結果

「MTMineR」の結果より

各論⽂の中で何を明らかにするのか
（研究動向）を⽰す動詞である

n examine（検証する）
n focus（焦点を当てる）
n identify（識別する）

に着⽬し、各語との共起関係を整理
する 

examine（検証する） focus（焦点を当てる） identify（識別する）

applications(応用) broader（広範に） actors（当事者）

commercialization（商業化） care（ケア） capabilities（能力）

complexity（複雑性） changes（変化） citizens（市民）

conceptualizing（概念化） complexity（複雑性） co-create（共創する）

conditions（条件） concept（概念） computing（コンピューティング）

context（文脈 ） cocreation（共創） concept（概念）

consumers（消費者） cycles（サイクル） consideration（配慮）

digital（デジタル） data（データ） consumers（消費者）

digitally（デジタル的に） degrees（階層） decentralisation（非集中化）

decision-making（意思決定） dynamism（ダイナミズム） development（開発）

economic（経済的） empirical（実証的） dimensions（次元）

exchange（交換） enterprises（企業・事業体） dynamic（動態的）

experiences（経験） exchanges（交換） effect（効果）

exploratory（探索的） health（健康） employees（従業員）

foundations（基礎） institutions（機関） experiences（経験）

framework（フレームワーク） management（マネジメント） future（未来）

future（未来） museum（ミュージアム） gaps（ギャップ）

global（グローバル） opportunities（機会） healthcare（ヘルスケア）

health（健康） perspectives（パースペクティブ） integration（統合）

industry（産業） professionals（専門家） interactive（双方向・対話型）

management（マネジメント） protection（保護） management（マネジメント）

marketing（マーケティング） quality（品質） networks（ネットワーク）

perspectives（パースペクティブ） resource（資源） outcomes（成果）

profession（専門職） smartphone（スマートフォン） participants（参加者）

satisfaction（満足） stakeholder（利害関係者） relationship（関係）

smartphone（スマートフォン） systems（システム） resource（資源）

strategy（戦略） technology（技術） stakeholder（利害関係者）

sustainable（持続可能な） value（価値） sustainable（持続可能な）

retailers（小売店） well-being（幸福な状態） value-added（付加価値）

出所︓唐沢（2023）12ページより。
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4.分析結果および考察
（2）考察

RQ1: どのような研究テーマが提案され、議論がなされているのか。

出所︓唐沢（2023）13ページより。

① サービス・エコシステムに関する研究動向を探り、主要な論点を整理する。
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4.分析結果および考察
（2）考察

RQ2: 将来的にどのような研究領域やテーマが有望であるのか

出所︓唐沢（2023）13ページより。

① サービス・エコシステムに関する研究動向を探り、主要な論点を整理する。
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4.分析結果および考察
（2）考察
②広告産業におけるサービス・エコシステムの観点からの研究テーマを導出する。

広告産業におけるサービス・エコシステムの観点からの研究テーマ
n 広告産業のサービス・エコシステムの事例研究
（ヘルスケア・スポーツ・公共サービスに関連する広告ビジネス）

n 広告産業のエコシステムによる価値共創の成果（サービス・クオリティ）

n 広告産業における専⾨職や専⾨家を擁する組織（機関）がステークホルダー（利害関係者）
と価値共創するためのcapabilities（能⼒）構築
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5.本研究のインプリケーションと今後の研究課題 

（１）学術的なインプリケーション

サービス・マーケティング研究において重要な概念であるサービス・エコシステムに関して中⼼となる研究
テーマや議論がどのようなものかを明らかにした。

（２）実務的なインプリケーション

マーケティングにおけるサービス・エコシステム研究の現在地点を提⽰した点が挙げられよう。⾼度なサー
ビスが求められる産業においてサービス・エコシステムという観点から価値共創をいかにして実現するかと
いう課題に向き合う契機を与えることができた 。

（３）今後の研究課題

英語⽂献に焦点を当てシステマティック・レビューをしているため、国内におけるサービス・エコシステム
に関する研究について⼗分に⾔及できていない点は課題である。
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